
⑦
災
害
用
井
戸
等
の
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
を
含

め
た
調
査
の
実
施
、
⑧
地
域
公

共
交
通
に
お
け
る
Ｏ
Ｄ
調
査
の

実
施
お
よ
び
バ
ス
事
業
者
に
対

す
る
要
望
や
地
域
公
共
交
通
の

具
体
策
の
検
討
を
求
め
る
。

以
上
の
意
見
を
述
べ
、
一
般

会
計
予
算
に
反
対
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
は
国
保
税
の
改
定
が
市
民
負

担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
反
対
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
は
健
康
診
査
自
己
負
担
分

５００
円
を
無
償
と
す
る
べ
き
と
の

意
見
を
述
べ
た
上
で
賛
成
す
る
。

第
２
に
中
央
図
書
館
へ
の
指

定
管
理
者
の
導
入
に
つ
い
て
、

市
は
２
０
２
１
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
指
定
管
理
期
間
の
収

支
に
つ
い
て
細
か
な
検
証
を
行

っ
て
お
ら
ず
、
精
査
し
な
い
と

い
う
判
断
は
信
じ
難
く
、
再
考

を
求
め
る
。

市
政
の
課
題
に
つ
い
て
、
①

級
地
区
分
の
課
題
解
消
、
②
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
中
央
図
書

館
の
複
合
化
に
お
け
る
市
民
へ

の
説
明
③
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
の

廃
棄
の
停
止
、
④
北
部
地
域
の

地
域
子
育
て
相
談
機
関
設
置
に

お
け
る
早
急
な
検
討
を
求
め
る
。

以
上
の
意
見
を
申
し
述
べ
、

一
般
会
計
予
算
は
反
対
。

増
え
る
一
方
。
こ
う
な
る
前
に

も
っ
と
改
革
す
べ
き
だ
っ
た
。

今
あ
る
公
共
施
設
を
そ
の
ま

ま
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
が
、
４
年
間

結
果
を
残
せ
な
か
っ
た
。
財
政

危
機
に
陥
ら
な
い
た
め
に
財
政

調
整
基
金
を
経
常
経
費
の
財
源

に
し
て
は
な
ら
な
い
。
財
政
調

整
基
金
を
投
入
し
な
け
れ
ば
予

算
編
成
が
で
き
な
い
依
存
状
態

さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」、「
こ
ど

も
た
ち
へ
の
投
資
」
の
主
要
な

施
策
は
、
市
民
生
活
の
向
上
と

社
会
を
取
り
巻
く
厳
し
い
将
来

予
測
に
対
応
し
て
い
く
上
で
も

大
変
重
要
と
な
る
。
生
産
年
齢

人
口
の
大
幅
な
減
少
が
差
し
迫

る
中
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
根
本
的
に
見

直
し
、
持
続
可
能
な
公
共
施
設

の
規
模
や
業
務
内
容
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
富
田
市
長
の
下
、

人
を
大
切
に
し
た

市
政
運
営
を

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

第
１
に
市
は
計
画
性
の
な
い
ま

ま
学
童
保
育
所
の
民
間
委
託
拡

大
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
手
法

は
学
童
保
育
所
を
長
年
支
え
た

会
計
年
度
任
用
職
員
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
大
き
く
狂
わ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、
実
施
計
画

に
お
い
て
示
し
た
財
政
効
果
に

つ
い
て
は
疑
問
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
以
上
の
民
間
委
託
の

拡
大
に
は
反
対
し
、
計
画
の
撤

回
を
求
め
る
。

富
田
市
長
任
期
最
後
の
予
算
、

今
後
の
改
革
に
期
待
し
て
賛
成

一
般
会
計
予
算
案
の
総
額
は

５０７
億
６
千
万
円
で
過
去
最
高
額
。

富
田
市
政
１
期
目
最
後
が
こ
ん

な
大
膨
張
予
算
で
い
い
の
か
。

市
長
就
任
直
後
か
ら
新
し
い
こ

と
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
歳
出
は

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
現
状
に
お
い
て

の
値
上
げ
改
定
は
決
し
て
容
認

で
き
な
い
た
め
反
対
。

２
特
別
会
計
お
よ
び
下
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

意
見
を
す
る
こ
と
な
く
賛
成
。

が
続
き
、
そ
の
財
政
調
整
基
金

も
な
く
な
る
危
険
性
が
迫
り
、

都
市
計
画
道
路
や
デ
マ
ン
ド
型

交
通
に
反
対
し
て
き
た
。
議
員

の
政
務
活
動
費
も
廃
止
す
べ
き

だ
が
、
廃
止
ど
こ
ろ
か
増
額
し

た
議
会
の
危
機
感
の
な
さ
は
と

て
も
考
え
ら
れ
な
い
。

批
判
を
す
る
よ
り
結
果
を
出

し
た
改
革
を
評
価
す
る
方
が
さ

ら
な
る
改
革
に
つ
な
が
る
と
信

じ
て
全
予
算
に
賛
成
す
る
。

着
実
に
動
き
出
し
、
成
果
が
現

れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
流
れ
を
止

め
る
こ
と
な
く
、
工
夫
を
重
ね
、

取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　

３
特
別
会
計
の
合
計
額
は
、

前
年
度
よ
り
９
３
０
０
万
７
千

円
の
増
と
な
り
、
医
療
費
は
今

後
も
増
加
が
想
定
さ
れ
る
が
、

予
防
医
療
の
充
実
に
よ
り
健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
り
、
持
続
可

能
な
保
険
運
営
を
要
望
し
、
予

算
案
に
賛
成
す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
は

特
に
意
見
を
付
す
る
こ
と
な
く

賛
成
す
る
。

下
水
道
事
業
会
計
予
算
の
管

渠
整
備
は
住
民
か
ら
不
安
や
驚

き
の
声
が
あ
り
、
道
路
建
設
の

理
解
を
広
げ
る
こ
と
に
逆
行
す

る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

３
面
か
ら
続
く

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

事業名 予算額

市役所窓口キャッシュレス
決済機能導入 １１３万 ５ 千円

南部地域センター空調冷温
水発生機更新等工事 １億６，００７万 ２ 千円

子供の広場整備実施設計 ３，７８０万 ７ 千円

特定空家等解体除却工事 ４１６万 ９ 千円

ボール遊びのできる公園整
備工事 １，６２９万 １ 千円

未就園児の多様な他者との
関わりの機会の創出補助 ４，０８８万 １ 千円

公設公営保育園への総合保
育システム導入 １，９６５万 ９ 千円

学童保育所第三者評価の実
施 ２４０万円

学習用パソコン（ＧＩＧＡ
端末）の更新 １億３，３８５万 ８ 千円

学校給食費の無償化 ４億５，８０７万 ７ 千円

不登校対応校内分教室の設
置 １，２８１万 ３ 千円

東久留米市長選挙執行事業 ４，８３７万 ７ 千円

令和 ７年度予算の主な新規事業

　　　ボール遊びのできる公園に、
遊びの内容についての掲示板があり、
具体的な遊び方の制限が書かれてい
るが、これはどのような基準に基づ
くのか。
答弁　市では各小学校区域に １カ所
以上のボール遊びができる公園整備
を進めているが、安全性の確保や、
独占的な利用防止を目的として、例
えばサッカーであれば、シュート練
習やパス回しなど、野球であればキ
ャッチボールなど、遊びや練習の範
囲での利用をお願いしており、競技
形式でのボールの使用などは避けて
いただいている。

質問

　　　市役所窓口キャッシュレス決
済導入について、どのくらいのニー
ズを見込んでいるのか伺う。
答弁　経済産業省の２０２３年度キャッ
シュレス決済比率を参考に４０％弱を
見込んでいる。

質問

　　　公設公営保育園に導入される
総合保育システムにはどのような機
能や効果があるか。
答弁　登降園管理機能やオンライン
での欠席連絡機能等を有するシステ
ムを想定しており、システム導入に
より、置き去りによる事故や登園忘
れの予防、欠席・遅刻等の連絡がい
つでもオンラインでできるなど、保
護者の方の利便性や保育サービスの
質の向上、保育事務の効率化を図る。

質問

　　　南部地域センター空調冷温水
発生機更新等工事について、工事の
概要と工期について伺う。
答弁　 ２つの工事を予定しており、
１つ目は、経年劣化している冷温水
発生機 ２基を更新し、空調機能の回
復を図る。 ２つ目の工事は、屋根に
防水処理が施されていない部分があ
るため、屋根防水改修工事を実施す
る。工事の期間は、約 ８カ月間の期
間を要するが、令和 ７年度内には工
事を完了する予定。

質問

　　　学童保育所第三者評価の実施
の目的について伺う。
答弁　放課後児童健全育成事業の評
価を行うことで、質の向上を図り、
児童の安全・安心な居場所を確保す
るとともに児童の健全な育成に資す
ることを目的としている。

質問

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
・

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
・

賛
否
討
論（
要
旨
）続
き

賛
否
討
論（
要
旨
）続
き

予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
予算特別委員会
での質疑応答
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